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平成29年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その４ 

平成29年６月19日（月） 

                                           

                                        

○議長（岡 弘悟君）順番３、９番 楠本君。 

〔９番（楠本知子君）登壇〕 

○９番（楠本知子君）おはようございます。 

 ６月定例会から女性お二人が当局側に座っ

ていただき、大変うれしく思っております。

もうすぐ男女共同参画推進月間も始まるわけ

なんですが、さらに女性の方が活躍していた

だけるように、また、私自身も女性の立場で、

視点で、住みたくなる橋本市、住んでよかっ

たと言っていただける橋本市の実現をめざし

て質問をさせていただきたいと思います。 

 ただ今、議長のお許しをいただきましたの

で、通告に従い一般質問をいたします。 

 １番目に、ヘルプマーク・カードの周知、

普及についてお伺いします。 

 障がいや難病を抱えた人が必要な支援をあ

らかじめ記しておき、緊急時や災害時など困

った際に提示して、周囲の配慮や手助けをお

願いしやすくするものです。これは東京に住

む自閉症の子どもがいらっしゃるお母さんか

ら、子どもが１人で社会参加できるようにな

ったとき、災害や事故に遭遇しても周囲の人

が手を差し伸べてくれるような東京をつくっ

てほしいということで、そのお声が形になっ

たものです。 

 先日、東京に行った折に都電に乗っており

まして、ちょうど上を見ますと、吊り棚にリ

ュックサックがありまして、リュックサック

にこのヘルプマーク・カードがついているリ

ュックサックでした。それが目に入りました

ので、橋本に帰ってから、こういうのが橋本

にもあるのかなと思いながら調べてみました

ら、和歌山県でヘルプカードを防災カードと

して導入されているのを知りました。それは

私も知らなかったので勉強不足やなと思った

んですけど、橋本市は広報３月号にもこのヘ

ルプマークについて広報されておりましたの

で、さらに周知をして普及してほしいなとい

うことで質問をさせていただきます。 

 一つ目に、ヘルプマーク・カードはどのよ

うな人に交付されるのですか。 

 二つ目に、ヘルプマーク・カードはどこで

交付していますか。 

 ３番目に、ヘルプマーク・カードを身につ

けている人がいたらどうすればいいですか。 

 ２項目めに、シビックテックの取り組みに

ついて伺います。 

 シビックテックとは、シビック、市民とテ

ック、テクノロジーをかけ合わせた造語のこ

とで、市民自身がテクノロジーを活用して行

政サービスの問題や社会の課題を解決すると

いうことです。 

 スマートフォンのアプリなどを使って地域

の課題や生活の困り事を解決するシビックテ

ックという新しい取り組みが広がっています。

具体的には、観光アプリ、救命医療補助アプ

リ、災害アプリ、通報アプリ、子育て応援ア

プリ、ごみ分別アプリなどがあります。橋本

市と市民にとってお互いにメリットのある情

報の取り組みについてですが、もう既に取り

組まれているものもあるかと思いますが、そ

れらの周知をも含め、今後の取り組みを伺い

ます。 

 三つ目に、居住支援について伺います。 

 2007年に住宅セーフティネット法が成立し、

2017年にその改正法が審議をされ、新たな制

度が創設されるとのことです。高齢者や障が

い者、子育て世代などで住宅の確保が困難な
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人たちを支援するための新たな住宅セーフテ

ィネット制度として、民間の空き家、空き室

を活用し、家賃補助や家賃債務保証の支援を

通じて円滑な入居を推進する制度です。 

 市営住宅にお住まいの方から、高齢になっ

たらこの住宅で４階はきついんですけど、下

の階へ移れるんでしょうかねとか、また、連

帯保証人になっているんだけど、すごい請求

額が来て、どうしたらいいんだろうなどとい

うようなお声をいただきました。低所得者層

に対する住まいのセーフティネットは公営住

宅になるかと思います。また、今後、単身の

高齢者や不安定な収入に悩む母子家庭や自立

をめざす障がいの方も多くなります。 

 そこで、思うように住居を確保できない人

たちが出ないように、実態の調査、新たな取

り組みの研究が必要ではないかと考え、お尋

ねいたします。 

 １番目に、市営住宅の入居者で居住の要望、

不安のお声はありませんか。 

 ２番目に、空き家、空き室を活用した賃貸

住宅政策の推進について伺います。 

 ３番目に、官民連携の居住支援協議会の設

置をして施策を進めてはどうですかというこ

とでお伺いいたします。 

 以上、壇上からの質問といたします。ご答

弁のほど、よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君の質問項

目１、ヘルプマーク・カードの周知と普及に

対する答弁を求めます。 

 健康康福祉部長。 

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕 

○健康福祉部長（石橋章弘君）ヘルプマーク・

カードの周知、普及についてお答えします。 

 ヘルプマークは、平成24年10月に東京都が

配布等を始め、平成29年３月現在、京都府、

和歌山県、徳島県、青森県、奈良県、神奈川

県で導入されています。本市においては、和

歌山県の導入を受けて、橋本市保健福祉セン

ターの総合窓口等にパンフレットを配置し、

本市ホームページに掲載してＰＲに努めてい

ます。 

 和歌山県では、平成28年４月から援助や配

慮を必要とする方にヘルプマーク、ヘルプカ

ードを交付しています。ヘルプマークは伊都

振興局健康福祉部（橋本保健所）で申し込み

を受け付けており、本市内においては平成29

年５月末現在、94名の方が申し込まれていま

す。 

 まず、一点目の、ヘルプカードが交付され

る対象者は、義足を使用している方をはじめ、

内部障がいや難病の方など援助や配慮を必要

として交付を希望する方です。なお、身体機

能等、特に基準を設けていません。 

 次に、二点目の、ヘルプカードの交付場所

ですが、伊都振興局健康福祉部（橋本保健所）

でヘルプマークの交付時にヘルプカードもあ

わせて交付しています。また、和歌山県のホ

ームページからもダウンロードができます。 

 最後に、三点目の、ヘルプカードを身につ

けている人への対処方法ですが、ヘルプカー

ドを持っている本人からそのカードを提示し

ていただき、援助等を行うことになります。

具体的には、電車やバスの中で席を譲ったり、

災害時に安全避難するための支援などとなり

ます。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君、再質問

ありますか。 

 ９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）部長、ご答弁ありがと

うございます。再質問をさせていただきたい

と思います。 

 先ほど前段で少し言わせていただいたんで

すけど、ちょっと聞いていただきたいなと思

うことがあるんです。このお母さんなんです

が、実はＮＰＯ法人虹色の風というＮＰＯ法
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人の代表理事をされておられます平山淳子さ

んという方なんですけど、この方のご次男さ

んが自閉症やったんで、この方が東京で街頭

演説をされているときに、品川区やったと思

うんですけど、品川区の議員さんが街頭演説

をされているときに、その方がその街頭演説

を聞いて、その人に、この区議会議員に、こ

の子どもが社会に出るようになったときに、

災害とか事故とかに遭ったときに、周りの人

の支援が、手を差し伸べてもらえるような東

京をつくってほしいですというふうに言われ

たそうです。そのことがきっかけで、この議

員さんが９月議会に、一目でわかるそういっ

たヘルプカードみたいなものを提案されたそ

うです。でも、東京都は、ああ、いいですね

みたいな感じで、それで終わったそうです。

２年後にまた再度質問をされたそうですけど、

そのときも東京都は前向きではなかったそう

です。ところが、その３月11日に東日本大震

災が起きまして、それで東京都は約350万人が

帰宅困難者になってしまった、発生したとい

うことで、この事態を受けられて東京都はこ

ういうヘルプカードをつくろうということに

踏み切ったということを読みまして、そうい

ういきさつがあったんだなというふうに私も

勉強させてもろたんです。 

 ちょうど私も勉強不足やったんで、和歌山

県で災害カードとしてもう導入されていると

いうことを帰ってきて知ったんですけど、慌

てて保健所に行ってもらってまいりました。 

 これがヘルプカードなんです。ヘルプマー

クですね。ヘルプマーク・カードなんですけ

ど、これを身近なところにつけていただくと

いうことになるんですが、別にヘルプカード

というのがあります。これは和歌山県版なん

ですけど、このカードはご自身の財布に入れ

るとかそういう形で中に持っておいていただ

けるというふうな形になるかと思うんです。 

 このマークにつきましても、すばらしいい

ろんな、あるんですが、広報にも一応広報さ

れていることはされているんで、橋本市民の

方も皆さんご存じではあるかと思うんですけ

ど、でも、なかなか私もこの質問するまでに

何人かの皆さんにこういったマーク知ってま

すかと聞いたんですけど、ほとんどに近い方

が知りませんと言われました。やっぱりせっ

かくいいものがあるので、しっかり周知、普

及していただきたいというのが思いで、今回

質問をさせていただいた次第です。 

 橋本市の市役所の入り口の案内所と、それ

から健康福祉センターの入り口の案内所にお

いても、この手続きについての申請について

のこういう、県でつくっているこういうもの

を既に置いていただいているので、それはい

いんですけど、やっぱり下に置いてあるので

わからないんですね、置いているというのが。

できたら、こういったマークをご存じですか

ということを、まず目に見えるところあたり

に、目線にぱっと目に入るように掲示してい

ただけないかなというふうに提案させていた

だきたいと思うんですけど、そのあたりにつ

いてはいかがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）おただしの、

このヘルプマークのＰＲでございますけれど

も、実際、今、議員お示しの「ヘルプマーク

をご存じですか」、これ県のつくっているパン

フレットが表裏になっておりまして、１枚目

がヘルプマークをご存じですか、この部分に

つきましては実際、ヘルプマークを必要とし

ている人も当然のことながら、それを必要と

したときに助けていただく一般の市民の方々

もこういうマークがあるということを知って

いただくというのが重要な部分かと思います。

裏側には、実際必要とする場合はどこで交付

していますかとかいうふうな内容が書かれて



－52－ 

おるところでございます。 

 議員おただしの趣旨、当然のことでござい

まして、今後、いわゆる視認性のいい見やす

いところに掲示してＰＲを行っていきたいと

考えております。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）そしたら、部長からい

い答弁をいただきましたので、まずは、もう

ありますので、しっかりと普及していただき

たいなという思いですので、どうぞよろしく

お願いいたします。１番目の質問を終わりま

す。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、シ

ビックテックの取り組みに対する答弁を求め

ます。 

 総合政策部長。 

〔総合政策部長（上田力也君）登壇〕 

○総合政策部長（上田力也君）シビックテッ

クの取り組みについてお答えいたします。 

 議員おただしのシビックテックは、情報通

信技術を活用することで市民が自ら子育てや

ごみ問題といった地域の課題を解決する取り

組みです。和歌山県が携帯電話会社と共同開

発をしたＭｙＳＯＳというスマートフォン用

アプリは、スマホのＧＰＳ機能を活用し、病

気や事故の際、近くにいる人に救護を求める

ことができるものです。アプリ利用者がＳＯ

Ｓを発信したり受信したりすることができる

ほか、ＡＥＤや医療機関の場所などの情報も

届き、救急車到着までに応急処置を行えるチ

ャンスを増やし、救命率アップが期待できま

す。橋本市民も利用できるアプリであります

ので、多くの市民の皆さんが登録いただける

よう、広報に努めたいと思います。 

 また、市と市民の皆さんにとってお互いに

メリットのある情報発信の取り組みとして、

民間事業者が制作したアプリを本市において

活用しているものもあります。 

 まず、観光アプリとしては、平成28年５月

より民間会社が運営するアストモの利用を開

始し、全国の自治体などのイベント情報の提

供を行っています。 

 次に、災害アプリとしては、災害協定を締

結しているヤフー株式会社のアプリ、Ｙａｈ

ｏｏ！防災速報を活用して、平成29年３月よ

り降雨災害への警戒情報や避難情報、避難所

開設情報などをプッシュ型で登録者に配信し

ています。 

 一方、アプリではありませんが、子育て応

援についてはホームページを活用したものが

あります。これは子育て中の方の意見を多く

取り入れて構築した橋本市子育て情報サイト、

はぴもとで、平成28年度より運用を開始して

います。このはぴもとは、橋本市と「ハッピ

ーをもっと」をかけ合わせたサイト名で、そ

の内容も子育て中の方の意見を反映し、ほっ

と安らいでもらえる印象があり、妊娠されて

いる女性や子育て世代のご家庭が本当に必要

とする情報が得られるサイトです。運用開始

後も子育て中の方の意見や子育て世代のパパ、

ママならではの情報を提供いただきながら更

新しており、市民協働の形で取り組んでいる

サイトとなっています。 

 日進月歩で便利なアプリが開発されている

現在、本市や市民の皆さんにとって有益なア

プリについては活用を検討し、また、既存の

アプリなどについては、より多くの方に利用

していただけるよう広くお知らせをしてまい

ります。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君、再質問

ありますか。 

○９番（楠本知子君）議長、９番。 

○議長（岡 弘悟君）この際、９番 楠本君

の再質問を保留して、午後１時まで休憩いた

します。 

（午前11時48分 休憩） 
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（午後１時00分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 ９番 楠本君、再質問ありますか。 

 ９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）それでは、再質問させ

ていただきます。 

 スマホを使われている方は若い人が得意な

んで、私のような、女性ですし、機械に疎い

人間がやるよりか、うちの若い議員さんに言

ってもらったほうがよかったかなとは思うん

ですけど、私のような人間でも使いこなせる、

なかなか便利なツールではないかということ

で、ようけ使っていただければという思いで

質問させていただきました。 

 まず最初の、和歌山県が携帯会社と共同開

発をしてできたアプリというのがＭｙＳＯＳ

というアプリなんですけど、これが今年の３

月に開発されたもので、これを私は新聞に載

っているので知りました。どんなものかなと

いうことで入れてみました。非常に簡単に入

ったんですけど、私の緊急連絡先を入れまし

た。私が持っている持病も入れました。飲ん

でいる薬も入れました。そして、これは救急

車を呼べるんですけど、救急車は自分が呼ぶ

んじゃなくて、このアプリを活用されている

方々が近辺におられて、その方とアプリの中

で救急車を呼んでほしいよというアプリなん

です。それから、その中にはＡＥＤの使い方

とかも載ってますし、それから、医療機関が

どこにあるかというのも載ってるんです。救

急車が来るまでどんなことをしたらいいです

よという応急処置の仕方も載ってるんです。

これが和歌山県下のアプリでありますんで、

和歌山県のどこかで自分がもししんどくなっ

たときに、こういった情報を携帯の中に入れ

ておいて、声が出なかったりとかもう倒れて

いてどうにもできないときに、私の情報です

ということでお見せしたりできますし、また、

救急車を呼んでほしいということになれば、

救急車を呼んでほしいというとこを押せばい

いというふうな形になっているアプリなんで

す。 

 それについて、これは和歌山県なんで、県

と市との連携とか、県からこういうアプリが

来て使ってくださいねとか、そういうのって

あるんでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）消防長。 

○消防長（寺垣内 守君）議員おただしの、

和歌山県から各市町に連絡なんですけども、

平成26年から県のほうから消防長会のほうに

打診がありまして、これ、ＭｙＳＯＳを活用

するにあたっての協議を重ねてまいっており

ます。したがって、一応、消防長会のほうで

は推奨するという形になっているんですけど

も、消防がかかわる分野としまして契約が必

要になりますので、現在のところ17消防本部

中、まだ１消防本部も完全な契約、運用には

至っておりません。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）完全な運用に至ってお

りませんという意味がよくわからないんです

けど、私がお聞きしているのはこういうアプ

リがありますよという県からの、言うたら県

が携帯電話会社と共同開発して、これ多分無

料のアプリやと思うんですけど、無料ででき

てますんで、活用すればするほどいいという

か、アプリを使ってくださる人がいなければ、

救急車を呼んでも使ってない人ばっかりやっ

たら意味がないんで、それは橋本市民にもこ

ういうＭｙＳＯＳというのがあるんです、だ

から使ってくださいねというふうな情報提供

はあるのでしょうかということでお伺いさせ
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ていただきます。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）私どものほう

へ県のほうからの照会は現時点ではなかった

というふうに認識をしております。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）情報がなかったという

ことで、お使いになっている方が少ないかな

とは思います。せっかくあるアプリですんで、

情報を橋本市からもできたら広報していただ

けたらいいのかなというふうに私も思うんで

すけど、何か機会がありましたら、また広報

にも載せていただけたらいいのではないかと

いうふうに要望させていただきます。 

 次に、橋本市のアプリも、今回これ勉強さ

せていただいて、いや、こんなにすばらしい

アプリがあるんやというのを、自分ながらち

ょっと勉強不足で知りました。橋本市のアプ

リというのはアストモ、観光アプリですね。

それから、災害アプリでヤフーと提携されて

いるＹａｈｏｏ！防災速報もありますね。そ

れから、ホームページでありますけど、子育

てのはぴもとというホームページもあります。

これも見させていただきました。すばらしい

ホームページであると思います。いろんな情

報が発信されています。 

 このアプリ二つがあるのと、ホームページ

があるのと、これらについては費用とかはど

のようになっているのか、市として費用はか

かっているのかいないのか、教えていただき

たいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）ヤフー防災アプ

リに関しましては無料でございます。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）おただしのア

ストモに関する経費がかかっているかどうか

というのは、ちょっと調べておりません。そ

して、ホームページのはぴもとにつきまして

は、これ構築にあたっては地方創生の交付金

を充当した中で現在運用をいたしております。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）ありがとうございます。 

 アストモの観光アプリについては、費用が

かかってはいないのかなというふうに思うん

ですけど、例えば橋本市のアプリとかは、ど

れだけ見ておられるのか、アプリを使ってお

られるのかという数とかは把握できるんでし

ょうか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）現在、アスト

モの利用状況なんですけども、これは全国レ

ベルの話なんですけども、全国で8,800人、ち

ょっと少ないですけども、登録者数が8,800

人と。Ｙａｈｏｏ！防災速報につきましては、

橋本市の防災情報を見たいというふうに登録

されている方が約6,600人です。ちなみに、Ｌ

ＩＮＥ＠が1,216人というふうになっており

ます。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）ありがとうございます。 

 まだまだお使いになられてる方が少ないか

なという感じがいたします。せっかくすばら

しいアプリがありますので、さらに活用して

いただけたらという意味で、広報なんかもし

っかりとしていただければ、この橋本市のア

プリ、また、はぴもとのホームページにつき

ましてもさらに広報をしていただきたいとい

うことをまず要望させていただきます。 

 子育てについてのアプリなんかは、これか

らの世代の若者からしたら子育てアプリなん

かが欲しい、活用したいというお声が多いの

ではないかと思うんですけど、ホームページ

というふうになりますと、どうしてもそこに

座って見なければならないというようなこと

になります。それを、今後ですけど、またア
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プリへの活用なんかも考えていただけるのか

どうか、お願いしたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）おっしゃると

おり、ホームページというのは見に行かなけ

れば情報は得られない。しかし、アプリの場

合はプッシュ型で、橋本市から情報が送られ

てくるということで、これからの時代、そう

いうふうな方向へ進んでいるのかなというふ

うい思いますので、今後そういうようなアプ

リの導入も、民間レベルで作成が進んでいく

とするならば、そういったものも活用ができ

るのかなというふうに思いますので、今後そ

ういう動きに注視をしていきたいというふう

に思っております。 

 そして、先ほどのホームページへの掲載に

ついては、この８月号でもこういったアプリ

の紹介もしていこうというふうに考えており

ますので、市民の方の利便性といいますか情

報発信の機会というのを少しでも増やしてい

くよう、広報に努めていきたいと考えており

ます。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）そしたら、２番目、終

わります。３番目、よろしくお願いします。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目３、居

住支援に対する答弁を求めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（塙阪 隆君）登壇〕 

○建設部長（塙阪 隆君）居住支援について

お答えします。 

 まず、一点目の、市営住宅の入居者で居住

の要望、不安のお声はありませんかというご

質問ですが、市営住宅入居者の方の不安の声

としては、高齢の方の将来の生活、健康への

不安に関するものが多く、特に単身の方にお

いて顕著であると感じています。 

 一方、要望については、住宅の老朽化によ

る各種不具合箇所の改善、湿気や段差の解消、

２階以上に居住する高齢の方では、階段の昇

降の負担から住み替えの要望等があります。

その他、募集に際しては単身高齢者の入居可

能戸数の増加等の要望があります。 

 二点目に、空き家、空き室を活用した賃貸

住宅政策の推進についてと、三点目の官民連

携の（仮称）居住支援協議会の設置について、

あわせてお答えします。 

 本年４月19日に、参議院本会議で可決成立

した住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供

給の促進に関する法律の一部を改正する法律

（通称、改正住宅セーフティネット法）は、

高齢者、障がい者、子育て世代、低額所得者

など一般の賃貸住宅市場で住宅の確保に困難

を抱えている人たち、いわゆる住宅確保要配

慮者に対して、空き家、空き室への入居を拒

まない建物の登録制度を通じて円滑な入居等

を図るもので、全国的に増え続ける空き家問

題と深刻化する高齢者等の入居拒否などの問

題を解決しようとする施策です。 

 なお、この制度では、住宅確保要配慮者の

マッチングや入居支援のほか、登録住宅のオ

ーナーに対する改修や入居への経済的支援も

行うとしています。さらに、機能強化策とし

て、居住支援協議会設置についてもうたわれ

ています。ただ、本制度についてはまだ国よ

り詳細が示されていないことから、今後その

内容確認を行ってまいります。 

 今年度より、本市では市営住宅の空き家、

空き室の解消に向け、公営住宅基金を運用し

ての募集戸数の増加を予定しており、さらに、

単身高齢入居者についての入居要件も一部緩

和いたしました。 

 こうしたことから、今後、市営住宅を一層

活用することにより、住宅確保要配慮者への

支援を図りたいと考えていますので、ご理解

をお願いします。 



－56－ 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君、再質問

ありますか。 

 ９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）ご答弁ありがとうござ

います。それでは、再質問をさせていただき

ます。 

 １番目の市営住宅の入居者で居住の要望、

不安のお声についてなんですが、まず、不安

のお声として、高齢者の方の特にお一人の将

来の生活や健康についての単身の方の不安が

多いというご答弁いただきました。この不安

のお声というのはやっぱり住宅課だけではな

くて、福祉課との連携が必要ではないか、大

切ではないかなと思うんですけど、具体的に

こういった不安の声にどのようにお答えにな

っていただけているのか、ちょっとエピソー

ドとかあればお聞かせいただきたいなと思う

んですけど、いかがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）市営住宅に居住の

方につきましては、不安の声が聞かれるほか、

ご相談とかご質問を受ける場合がございます。

例といたしましては、将来、移動が困難にな

るといった不安であるとか、認知症になった

場合の不安、それから、病気になった場合の

不安と、いろいろの不安とかご質問をいただ

く場合がございます。 

 この場合につきましては、そういったご質

問等を受けた場合には、職員が市の担当の部

署をお知らせをいたしましたり、あるいは場

合によっては職員が担当課のほうに直接連絡

をするという、そういう場合もございます。

また、逆にほかの部署のほうから市営住宅に

関しますお問い合わせというか照会がある場

合があり、その場合、対応するといったよう

な場合もございます。 

 このように、現状におきましても市営住宅

の利用者の方の不安等に関しましては、福祉

の部局だけではなくて、市の関係する部署と

連携をとりながら対応を行っているところで

ございます。なお、今後ますます高齢化とい

いますか、そういったものも進んでくる中で、

一層の各課との連携の強化、それについては

今後心がけていきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）ありがとうございます。

よろしくお願いしたいと思います。やっぱり

福祉課との連携がすごい大切ではないかと私

も思います。 

 次に、私も要望というか市民の方からお声

をいただいているんですけど、要するに、下

の階に住み替わりたいというお声とかが多い

んですけど、今後、市営住宅にエレベーター

を設置するとか、そういったハード面のバリ

アフリー対策とかはお考えですか。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）エレベーターを設

置するということになりますと、設置するス

ペースの問題でありますとか、あるいは構造

等の問題等もございます。それと、エレベー

ターを設置する場合、エレベーターの本体だ

けではなくて、例えば４階建ての建物という

ことになりますと、現状で建物には何箇所か

に分かれて階段がございます。その階段同士

を横方向につなぐといいますか、そういった

共有のスペースというのも必要になってまい

ります。 

 そうしたことから、なかなかエレベーター

の設置ということになりますと、多額の事業

費がかかるということになりますので、現状

としては設置の考えはございません。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）エレベーターの設置に

ついてはやはり、私も大変なお金がかかるの

で、これは大変かなというふうに思うんです
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けど、そしたら、住んでおられる方を移動す

るには、やっぱり住み替えを支援していただ

くということになるかと思うんです。具体的

に住み替えをしたいと言われる方々が増えて

きた場合に、４階から２階へ行きたい、２階

から１階へ行きたい、いろんな住宅から行き

たい行きたいというお声がいっぱいになった

ときとかがいつか来るのではないか。今はど

の程度かわかりませんけど、そういったとき

に、具体的に住み替え支援を進めていく計画

はどのような計画をお持ちなのか、教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）まず、これまでも

住み替えのご要望等、何件かいただいており

ます。その場合については、その要望をいた

だいている方の状態でありますとかそういっ

たことの確認をまずさせていただきます。そ

の状況に応じまして、階下でありますとか、

あるいは平屋の住宅への住み替え等の協議を

させていただいているといったような状況で

ございます。 

 ちなみに、平成20年度以降でそういった形

で住み替えをされた方といいますか実施した

件数というのは、これまで６件があるわけで

すけども、それについては住宅のほうのスト

ックの中で活用ができているといった状況で

ございます。 

 これからそういった案件が増えてきた場合

ですけども、今までと同様にいろいろ聞き取

り等をさせていただいた中で、どうしても住

宅のほうの中で抽せん等になっていくという

ことになってくれば、今ある階層の下層の部

屋の一部、そういった目的のために確保して

いくとか、今後の状況に応じてはそういった

対策も考えていかなければならないのかなと

いうふうには思っております。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）そういう方々がたくさ

ん増えてこられたら、抽せんをすることによ

って、募集戸数と募集人数が多くなれば抽せ

んをするというふうなことが起こってくる可

能性があるというお答えだったと思うんです

けど、そういうことも起こり得るのかなとい

うふうにも私も思うんですけど、これは先の

ことになるので、そういうふうにお聞かせい

ただいておきます。 

 もう一つ、市民の方から相談を受けた中で、

連帯保証人のことについてまた再度ちょっと

聞かせていただきたいんですけど、橋本市役

所から、連帯保証人についての請求額のお知

らせが行っているというふうな形になってい

ます。お知らせであってでも、すごい多額の

金額が載ったお知らせが来たら、大変もうび

っくりしてしまいます。それはあまりにも誠

実ではない、不誠実な対応ではないかという

ふうに思うんですけど、滞納額があれば、も

っと早目に連帯保証人にも通知をしていただ

くという状況をつくっていただきたいと思う

んですけど、そういうことは今後改善してい

ただけるのか。この相談事も最近の相談事な

ので、今年に入っての相談事なので、今年に

入ってもそういうことを市はされておられま

すので、そういうふうに改善をしていただき

たいと思うんですけど、それはいかがでしょ

うか。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）お答えいたします。 

 市営住宅の使用料についての滞納の整理業

務でございますけども、これを適切に行うと

いうことで現在その強化を図っているところ

でございますけども、その一方で、住宅の使

用料の徴収の業務につきましても、現在適正

化に向けた取り組みをしているところでござ

います。 

 その内容でございますけども、１カ月滞納
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があれば督促状を送付いたします。それから、

３カ月以上の滞納があれば催告書の通知であ

ったり、あるいは臨戸訪問であったりとか役

所のほうに来ていただいての協議ということ

になっていくわけでございますけども、それ

でも進展がないといった場合については、連

帯保証人の方への通知、それからご本人、そ

れから連帯保証人の方への最終の督促等を行

っているといったところでございます。 

 従来のように長期間連絡をしないでという

ことになりますと、滞納額が非常に高額にな

ってしまってということで、先ほどからご指

摘をいただいているような事態が起こったわ

けでございますけども、現状といたしまして

はただ今申しましたような手続きを徹底する

ことによりまして、できるだけ早い時期に連

帯保証人の方にも通知をすると、そういう取

り組みをしているところでございます。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）こういうことを続けて

おられると、橋本市民の中で連帯保証人にな

ろうかなという人がなくなってしまうと思う

んです。やはり、あくまでも使用料というの

はやっぱりあくまで住宅に住んでおられる方

から徴収するべきであって、できない事情が

あるんであれば、それなりの何かの事情があ

りますので、福祉課と連携をとっていただい

て支援をするというふうに進めていっていた

だきたいと思うんです。払えるのに払わない

人がおられるのであれば、それはまた別の手

段でそれなりの手段があると思うんですけど、

それで支払っていただくという。そしたら、

連帯保証人にそんなに多額の請求が来ること

はないと私は思っているし、連帯保証人制度

はもう要らないんじゃないか。むしろ、緊急

連絡人程度でいいんではないかと個人的には

思っているぐらいなんですけど、そういった

あたりについて、今、橋本市では連帯保証人

をお二人つくらなければなりませんので、そ

れも大変ですよね。２人もつくらないといけ

ない。それさえもまだ１人にしてはどうです

かということを言わせていただきたいんです

けど、それからでもちょっと改善してはいた

だけないかということで、再度お伺いさせて

いただきます。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）連帯保証人の件に

ついてお答えをいたします。 

 本市の市営住宅の設置管理条例によります

と、連帯保証人２人の連署する請書を提出す

ることということになってございます。ただ、

近年、高齢者の方でありますとかいろいろな

理由でこの規定が入居する場合の高いハード

ルになっているというのは事実でございます。

この件につきまして、ほかの自治体でも見直

し等のさまざまな事例が報告されてございま

す。ただ、一方で、この制度というのは当然

なくしていきますと行政側にも一定のリスク

というものが発生するわけでございますので、

今後、そうしたほかの事例も含めまして検討

をしたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）そしたら、２番のほう

に進ませていただきます。 

 空き家、空き室の活用なんですけど、橋本

市の場合は民間の空き家、空き室もあります

けど、まずは市営住宅の空き室をいっぱいに

していくということが優先というか大事な、

していかなければならないと思うんで、空き

室の解消として、単身の高齢者について入居

要件が緩和をされたというふうなご答弁をい

ただきましたんですが、これはどのような緩

和をしていただいたのかということを教えて

いただきたいのと、また、空き室の解消はこ

れでどの程度解消されるのかをお伺いいたし

ます。 
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○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）昨年の６月の募集

におきまして、単身高齢者の方の入居可能な

規格を中耐火の構造物に限ってでございます

けれども、29㎡以下という規定がございまし

たんですけども、この要件を50㎡未満という

形で緩和をいたしました。この緩和によりま

して、当時の受け入れの可能な空き家数とい

うのがゼロであったわけですけども、この緩

和によりまして22戸に拡充することができま

した。ということで、その後、応募いただい

た、５戸応募いただいたんですけども、この

方については全て入居をしていただいている

と、そういった状況になってございます。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）ありがとうございます。 

 もう一つちょっとお聞きさせてください。

もう一つ、橋本市の中で市街地開発のための

住宅があるんですが、ここにも空き室がある

かと思うんですけど、これも今後活用してい

くべきではないかと思うので、これは早急に

進めていくという方向性はあるのでしょうか。

高いハードルがあるのかもわかりませんけど、

そのあたりについて、今後の進め方があれば、

お教えいただきたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）区画整理事業、再

開発住宅につきましては全部で戸数が69戸ご

ざいます。現在この入居の戸数が19戸という

ことですんで、空き戸数が今、50戸あるとい

った状況になってございます。この住宅につ

きましては早期の活用を図るということで、

今後、公営住宅等への移行の方向で、県それ

から国との協議を始めているところでござい

ます。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）市街地開発の住宅につ

いては協議を始めていっていただけていると

いうことで、どれぐらいかかるのかなと、で

きるだけ早く、やはり、同じ思いやと思うん

ですけど、できるものなら早く公営住宅にと

いう使途基準を変えていただけるような施策

を進めていただけたらというふうに要望させ

ていただきます。 

 次に、３番目に入るんですが、この居住支

援協議会の設置というのは、官民連携の設置

になるわけですが、市だけではなかなか解決

できない問題を官民連携で居住支援を進めて

いこうではないかという協議会なんですが、

これはまだまだこれからということで、今は

まだ大都市である大きな都市でモデルとして

居住支援制度が創設をされて、居住支援協議

会なんかも進められておるところです。 

 ですので、まだまだ橋本市においてはこれ

からの課題で、まずは市営住宅をしっかりと

埋めていくというのが課題になるかとも思う

んですが、今後こういった官民を連携して、

そして、今住んでおられる橋本市の市民の中

で特に低所得で大変な方、先ほど申し上げま

したように、母子家庭で今後が大変な方とか、

障がいでも自立して自分で住みたいと言われ

る方々のために、そういった力を活用して、

官だけではできないことも今後研究していた

だきたいと思うんですが、最後にもう一度、

研究しますという答弁なんですけど、最後に

もう一度よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）住居支援協議会に

つきましては、今後、今回新たに出ました改

正法の内容の説明というのが後日、国のほう

からあるというふうに聞いてございます。そ

の中でしっかりと研究した上で判断をさせて

いただきたいというふうに思います。 

○議長（岡 弘悟君）９番 楠本君の一般質

問は終わりました。
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